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総
そう

 題
だい

 「マルコによる福音書
ふくいんしょ

」 

第
だい

９
きゅう

課
か

 エルサレム論争
ろんそう

 

吉村
よしむら

 忍
しのぶ

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

【暗唱
あんしょう

聖句
せ い く

】 

また、立
た

って祈
いの

るとき、だれかに対
たい

して何
なに

か恨
うら

みに思
おも

うことがあれば、赦
ゆる

してあげなさい。そう

すれば、あなたがたの天
てん

の父
ちち

も、あなたがたの過
あやま

ちを赦
ゆる

してくださる。（マルコ 1 1
じゅういち

: 2 5
にじゅうご

、新
しん

共
きょう

同
どう

訳
やく

） 

 

★今週
こんしゅう

は、エルサレムでのイエス・キリストと宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

との論争
ろんそう

の内容
ないよう

から学
まな

んでまいり

たいと思
おも

います。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：凱旋
がいせん

入 場
にゅうじょう

 

「娘
むすめ

シオンよ、大
おお

いに踊
おど

れ。娘
むすめ

エルサレムよ、歓
かん

呼
こ

の声
こえ

をあげよ。見
み

よ、あなたの王
おう

が来
く

る。

彼
かれ

は神
かみ

に従
したが

い、勝利
しょうり

を与
あたえ

えられた者
もの

／高
たか

ぶることなく、ろばに乗
の

って来
く

る／雌
め

ろばの子
こ

であるろ

ばに乗
の

って。」（ゼカリヤ書
しょ

9
きゅう

: 9
きゅう

） 

 

★預言者
よげんしゃ

ゼカリヤは、イエスがお生まれになる5 0 0
ごひゃく

年前
ねんまえ

に上記
じょうき

の預言
よ げ ん

をしました。 

「イエスは堕落
だ ら く

した世
よ

に対
たい

するご自分
じ ぶ ん

の使命
し め い

の最後
さ い ご

の仕上
し あ

げとなる犠牲
ぎ せ い

に、人々
ひとびと

の注意
ちゅうい

を引
ひ

こうと望
のぞ

まれた。」（『希望
き ぼ う

への光
ひかり

』970（きゅうひゃくなな

じっ）ページ、『各時代
かくじだい

の希望
き ぼ う

』 第 6 3 章
だいろくじゅうさんしょう

） 

イエスの凱旋
がいせん

(サタンとの 戦
たたか

いに勝
か

ってエルサレムに帰
かえ

ってくること)

は、世
よ

の有名
ゆうめい

な征服者
せいふくしゃ

（将軍
しょうぐん

）達
たち

がしたようなものとは違
ちが

っていました。

イエス・キリストが十字架
じゅうじか

につけられたのは、エルサレム 入 場
にゅうじょう

の 5
いつ

日後
か ご

でした。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：呪
のろ

われた木
き

と清
きよ

められた神殿
しんでん

 

イエスはその木
き

に向
む

かって、「今
いま

から後
のち

いつまでも、お前
まえ

から実
み

を食
た

べる者
もの

がないように」と言
い

わ

れた。（マルコ 1 1
じゅういち

: 1 4
じゅうよん

） 



そして、人々
ひとびと

に教
おし

えて言
い

われた。「こう書
か

いてあるではないか。『わたしの家
いえ

は、すべての国
くに

の人
ひと

の祈
いの

りの家
いえ

と呼
よば

ばれるべきである。』ところが、あなたたちはそれを強盗
ごうとう

の巣
す

にしてしまった。」（マ

ルコ 1 1
じゅういち

: 1
じゅう

７
なな

） 

★葉
は

が茂
しげ

っていて実
み

のならないいちじくの木
き

は、ユダヤ国民
こくみん

をあらわしていました。彼
かれ

らは、自分
じ ぶ ん

達
たち

は他
ほか

の国民
こくみん

とは違
ちが

うことを誇
ほこ

りとしていましたが、神様
かみさま

の教
おし

えに忠実
ちゅうじつ

ではなく、偽善的
ぎぜんてき

な行為
こ う い

を

繰
く

り返
かえ

し、謙遜
けんそん

な姿
すがた

からはほど遠
とお

く、愛
あい

やあわれみに欠
か

けていました。 

彼
かれ

らの姿
すがた

は、外見
がいけん

だけは立派
り っ ぱ

に見
み

えるいちじくの木
き

のようでした。祭司
さ い し

と役人
やくにん

達
たち

は、神殿
しんでん

を商売
しょうばい

の場所
ば し ょ

としていました。彼
かれ

らの心
こころ

は、※１利
り

己
こ

心
しん

と※２貪
とん

欲心
よくしん

で汚
けが

れていまし

た。鋭
するど

い眼
め

で汚
けが

された神殿
しんでん

をご覧
らん

になったイエスは、権威
け ん い

をもって祭
さい

司
し

達
たち

と役
やく

人
にん

達
たち

を神殿
しんでん

から追
お

い出
だ

し、神殿
しんでん

を清
きよ

められました。私
わたし

たちの心
こころ

の神殿
しんでん

を今
いま

、どのような状態
じょうたい

になっていのか確認
かくにん

したいと思
おも

います。 

イエスは、私
わたし

たちが自
みずか

らの罪
つみ

を認
みと

めて悔
く

い改
あらた

めることを願
ねが

っておら

れます。 

※１
いち

 利
り

己
こ

心
しん

：自
じ

分
ぶん

が 1
いち

番
ばん

と思
おも

っていること 

※２
に

 貪欲
どんよく

心
しん

：欲張
よ く ば

りな心
こころ

（あれもこれも自
じ

分
ぶん

の物
もの

にしたいという思
おも

い） 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：何
なん

の権威
け ん い

で行動
こうどう

したのか 

そこで、彼
かれ

らはイエスに、「分
わ

からない」と答
こた

えた。すると、イエスは言
い

われた。「それなら、何
なん

の権威
け ん い

でこのようなことをするのか、わたしも言
い

うまい。」マルコ 1 1
じゅういち

: 3 3
さんじゅうさん

 

 

★宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

は、イエスに「何
なん

の権威
け ん い

で、このようなことをしているのか。だれが、そうする

権
けん

威
い

を与
あた

えたのか。」（マルコ 1 1
じゅういち

: 2 8
にじゅうはち

）と質問
しつもん

しました。宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

は真
しん

理
り

を求
もと

めていた

のではなく、イエスを※３罠
わな

にはめようとしていたのです。宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

は、イエスが自
じ

分
ぶん

の権
けん

威
い

は神
かみ

から授
さず

けられたと主張
しゅちょう

するものと期
き

待
たい

していました。そして、そのような主張
しゅちょう

をしたら、

宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

はそれを※４否定
ひ て い

するつもりでした。 

イエスは宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

の質問
しつもん

に対
たい

して、彼
かれ

らの※３罠
わな

を見抜
み ぬ

いて、こうおっしゃいました。「では、

一
ひと

つ尋
たず

ねるから、それに答
こた

えなさい。そうしたら、何
なん

の権威
け ん い

でこのようなことをするのか、あなた

たちに言
い

おう」（マルコ 1 1
じゅういち

: 2 9
にじゅうく

）。イエスの質問
しつもん

に対
たい

して、宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

は答
こた

えることができ

ず、「分
わ

かりません」と答
こた

えました。 

イエスは、決
けっ

して宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

に※５恥
はじ

をかかせようとなさったのではありません。むしろ、彼
かれ

らに警告
けいこく

を与
あた

えて、罪
つみ

の悔
く

い改
あらた

めをさせたかったのです。 

※３
さん

 罠
わな

：だまして困
こま

って苦
くる

しい立
たち

場
ば

に追
お

いやる 



※４
よん

 否
ひ

定
てい

する：間
ま

違
ちが

いだと言
い

うこと 

※５
ご

 恥
はじ

をかかせる：人
ひと

の前
まえ

で恥
はず

ずかしい思
おも

いをさせること 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：地上
ちじょう

の義務
ぎ む

と天上
てんじょう

の結果
け っ か

 

イエスは言
い

われた。「皇帝
こうてい

のものは皇帝
こうてい

に、神
かみ

のものは神
かみ

に返
かえ

しなさい。」彼
かれ

らは、イエスの答
こた

え

に驚
おどろ

き入
い

った。（マルコ 1 2
じゅうに

: 1 7
じゅうなな

） 

 

★イエスを※３罠
わな

にかけようとした宗 教
しゅうきょう

指導者
しどうしゃ

達
たち

に対
たい

して、イエスは「皇帝
こうてい

のも

のは皇帝
こうてい

に、神
かみ

のものは神
かみ

に返
かえ

しなさい。」とおっしゃいました。「イエスは、彼
かれ

らがローマの権力下
けんりょくか

に生活
せいかつ

しているのだから、神
かみ

に対
たい

する義務
ぎ む

と矛盾
むじゅん

しない限
かぎ

り

（両立
りょうりつ

する時
とき

だけ）、ローマの求
もと

める支持
し じ

を与
あた

えるべきであると宣言
せんげん

された。し

かし、その国
くに

の律法
りっぽう

に従 順
じゅうじゅん

に従
したが

う一方
いっぽう

で、いつでも神
かみ

への忠誠
ちゅうせい

を第一
だいいち

としなければならなかっ

た」（『希望
き ぼ う

への光
ひかり

』987（きゅうひゃくばちじゅうなな）ページ、『各時代
かくじだい

の希望
き ぼ う

』第 6 6 巻
だいろくじゅうろっかん

） 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：最
もっと

も重要
じゅうよう

な掟
おきて

 

イエスはお答
こた

えになった。「第一
だいいち

の掟
おきて

は、これである。『イスラエルよ、聞
き

け、わたしたちの神
かみ

である主
しゅ

は、唯一
ゆいいつ

の主
しゅ

である。心
こころ

を尽
つ

くし、精神
せいしん

を尽
つ

く

し、思
おも

いを尽
つ

くし、力
ちから

を尽
つ

くして、あなたの神
かみ

である主
しゅ

を愛
あい

しなさい。』第二
だ い に

の掟
おきて

は、これである。『隣人
りんじん

を自分
じ ぶ ん

のように愛
あい

しなさい。』この二
ふた

つにまさる

掟
おきて

はほかにない。」（マルコ１２
じゅうに

：２９
にじゅうく

〜 ３ １
さんじゅういち

） 

 

★十戒
じっかい

の 

第１条
だいいちじょう

から第４条
だいよんじょう

は、『心
こころ

をつくして主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を愛
あい

せよ』という意味
い み

です。 

第５条
だいごじょう

から第１０条
だいじゅうじょう

は、『自分
じ ぶ ん

を愛
あい

するようにあなたの隣
とな

り人
びと

を愛
あい

せよ』という意味
い み

です。 

この 2
ふた

つの戒
いまし

めは両方
りょうほう

とも、愛
あい

を表
あらわ

しています。 

神
かみ

を１番
いちばん

に愛
あい

する同
どう

時
じ

に、隣人
りんじん

もみんな同
おな

じように愛
あい

することができるのである。 

（『希望
き ぼ う

への光
ひかり

』990（きゅうひゃくきゅうじゅうきゅう）ページ、『各時代
かくじだい

の希望
き ぼ う

』 第 6 6 章
だいろくじゅうろくしょう

参照
さんしょう

） 

神様
かみさま

が私
わたし

たちを様々
さまざま

な出来事
で き ご と

や場面
ば め ん

において、「神
かみ

を愛
あい

し、隣人
りんじん

を愛
あい

する」ことの意味
い み

や喜
よろこ

び、

祝福
しゅくふく

について学
まな

ばせてくださり、霊的
れいてき

成長
せいちょう

を与
あた

えてくださることを感謝
かんしゃ

いたします。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

ホワイト夫人
ふ じ ん

の文章
ぶんしょう

を、わかりやすく書
か

き直
なお

します。祈
いの

りのうちに心
こころ

に留
と

めたいと思
おも

います。 



「人
ひと

に奉仕
ほ う し

しないクリスチャンは神
かみ

の律法
りっぽう

を守
まも

っていない。他
ほか

の人
ひと

を見
み

ようとせずに自
じ

分
ぶん

のため

だけに生
い

きる者
もの

は、全
すべ

てが見
み

せかけだけで実
み

のならないいちじくの木
き

と同
おな

じである。彼
かれ

らは礼拝
れいはい

を

守
まも

っているが、悔
く

い改
あらた

めもしなければ、信仰
しんこう

もない。口
くち

では神
かみ

の律法
りっぽう

を大切
たいせつ

にしているが、神
かみ

さま

のみ心
こころ

に従
したが

わない。実
み

のならないいちじくの木
き

を憎
にく

むことの意味
い み

を教
おし

えている。」（『希望
き ぼ う

への光
ひかり

』

977（きゅうひゃくななじゅうなな）ページ、『各時代
かくじだい

の希望
き ぼ う

』 第 6 4 章
だいろくじゅうよんしょう

参照
さんしょう

）。 


